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上 紀 子 先 生 へ の イ ン タ ビ ュ ー

英 語 英 米 文 学 合 同 研 究 室 院 生

合研:昨 年 から英語英米文学専攻の教授方にインタビューをする企画を始

めた。第一回 目は,グ ローバル化の波によって若い世代が何を学ぶにも外

国語ことにコンピューター用語でもある英語の習得はマス トになっている

現在,私 費公費を問わず留学の歴史を振 り返 り,実 際の体験をお伺い し,

日本人に とって留学はするものだけでな く,今 や留学生を受け入れる側に

なっていることを確認 した。今回は,多 くの留学生を送 り出 した日本に関

心を戻 し,二 十一世紀の現状を踏まえなが らインタビューを進めて行きた

い。

その現状 とは,明 治維新以来有為の人 と言 えば留学経験者 と言われ,た

だ箔を付ける為だけにも男子たるもの遊学 をし,商 社 ・銀行国際部 ・外務

省に職を得 ることは,公 費自費留学の資金 を得 られぬ者の方策 としても人

気があった。又,第 二次世界大戦以後の経済成長の円高の結果によって子

女を留学 させ ることが経済的に容易 とな り,子 女教育の一端或いは国内有

名校進学のもう一っの道であ り避難所 と呼ばれるまでに高まった海外留学

熱が,こ のところ特に新世紀に入って以来鎮まってお り,回 復の気配 さえ

見 られないことである。これをマスコミなどでは日本の若者の 「内向き志

向」 と呼んでいる。 しかし,こ うした 「内向き志向」は確かにかつて英国

病 とかフランス病 と言われた先進国の若者や,生 活を変えたがらない一部

の女性の間にも見られたので,豊 かになれば移動を拒むのは当然か もしれ

ない。 また,如 何に1ド ル90円 台の円高 と言えど,国 内経済はバブル崩

壊以来20年 間続 く低成長下にあるとすれば,親 も若い世代自身も思い切っ



英語英米文学合同研究室院生79

て留学の出費を決断するわけには行かない事情もある。

一方で,か つての近代型留学が ヨーロッパ語圏を 目指 したのに対 して,

これか ら志向すべきは必ず しも欧米諸国ではないと言 う問題点 もある。 日

本の輸出額が米国を抜いて対中国が最大になったことが示す ように,留 学

も古の遣唐使のようにアジアを目指 さなければならない。その時には如何

に中国の経済的発展が驚異的なものとはいっても,生 活の便宜や安全面で

は留学は,か つての欧米人が冒険 と称 したような気持ちで大陸に渡 らなけ

れ ばな らない。勿論,仏 教伝来か ら1840年 の阿片戦争敗北以前の中国へ

の憧憬の念 を伝えられた家庭で育った者にとっては,そ れほ ど難 しいもの

ではないであろう。 しか し多くの 日本人は近代において,中 国やアジアを

留学の対象 としては来なかった。観光の対象とし始めたのも,欧米の リゾー

ト観を学び円高が進んでからである。 このような留学対象国を選択するこ

とまで簡単ではない時に,国 内の生活がたとえ不況下でも日本の生活がか

つて無く快適になったとすると,留 学を選ばない若者層が輩出す るのは無

理 からぬことであろ う。かつては和魂洋才と叫んだが,技 術は教えるほど

学んで しまった し,交 流 ・交渉のために必要な英語を学ぶためなら,安 価

にネイティヴ ・スピーカーが来 日してくれ る時代である。柔道や空手を伝

えようとしても,あ ちらか ら学びにやってきてくれ るのだ。

このように見てくると,日 本の 「内向き症候群」の問題点は欧米型より

も少 し複雑な様相を帯びていることが分かる。欧米の植民地時代に資本主

義的市場 としての欧米か らの渡来に対 して留学と言 う形で答え,自 らもア

ジア ・アフリカ諸国に又,環 太平洋世界に"雄 飛"し ようとした近代の終

焉 と共に,帝 国主義ではない純経済的問題や文化交流としての進出は"手

本"に 欠けると言 う問題がある。その上,東 京裁判以来両 目を開いて自国

の歴史を検証 しないでいる内に,日 本の特にアジア進出は実は侵略ではな

いかと疑われる気遣いが固定して しまった。中国や韓国,北 朝鮮までが貿

易の名の下に世界の発展に争って貢献 しているのに,日 本産業が トップ ・



80上 紀子先生へのインタビュー

セールスに踏み出せないのは一つにその為である。この点を見れば 「内向

き」であるのは,何 も若者だけではなく,戦 無派 と呼ばれた親の代も海外

進出はおっかなびっくりの面があったのだ。それでも,そ の祖父の時代 日

本が敗戦処理か ら立ち上がる必要のあったころ,十 分なス トックがそろわ

なかった頃までは多くの留学生が存在 したことから,日本人が本来的に 「内

向き」であったとは言い難い。

事実,現 実的に今でも日本人は外に出ている。先ずは安い労働力を求め

て日本の企業が海外に工場等を移すので必然的に海外駐在員が増える。た

だし,か つて安い商品を売ろうとして先進国に出たの とは方向が変わって

いる。また,以 前にはほとんど無かったことだが,特 にスポーツの分野で

海外チームで活躍す る選手が出ている。また,日 本人や 日系の作家 も海外

で活躍するようになった。何よりも先回確認 したように,学 位をとる留学

が若い人々の間では増えているのである。確かにかつては単に語学留学で

あった り,短 期文化留学であったものが,単 位取得のためとなれば,誰 で

もと言 うわけにはいかないか ら人数が減ったと思われるかもしれないが,

内容 を深めて留学が続いていることは現実である。

そ して最後に,確 実に増えているのが女性の留学,海 外での就職である。

かっては皇太子 と女性は大変貴重なものであるか ら,海 外に出 してはなら

ないと言われた。だが,今 や国内にいれば何とか職を得,昇 進することの

出来た男性に対 して,男 女雇用機会均等法の枠組みだけでは飽き足 らぬ女

性達,或 いは,学 位でも取らなくては男性に同等とは認められない女性研

究者達が海外を目指す。

このようなわけで,先 回に続き,イ ンタビューをお願いするのは女性 と

して留学な さった大先輩である。 しかも,外 国でMム.お よびPh.D.を 取

得なさった上先生の体験 を伺いたいと思います。どうぞ,宜 しくお願い し

ます。
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Q1:先 生の現在の専門は何ですか?専 門外の人間の為にも,少 し詳 し

く教えてください。

生成文法による統語論に興味を持ってきました。生成文法 というのは,

今か ら50年 ほど前にアメ リカのチ ョムスキーとい う言語学者によって提

唱された文法理論です。私達は生まれてか ら誰でも母語を持ってお り,そ

の母語を自由にあやつることことができます。生成文法ではこの母語話者

が持っている言語能力は母語話者の脳に内蔵 された知識であると考えるの

です。そ してこの脳 に存在すると考えられ母語話者の言語能力とは どのよ

うなものなのかを解明 しようとす るのを一つの 目標 にかかげています。更

に,生 成文法は,子 供は生まれ育った社会の言語ならどの言語でも何の苦

労もなく短期間に習得できるとい う事実に目を向け,言 語習得のメカニズ

ムを解明することをもう一つの大きな目標にしています。生成文法では言

語習得は模倣によるものとは考えられない とし,子 供が どの言語でも獲得

できるのは,表 面上の違いにもかかわらず どの言語にも共通に見られる属

性があると考え,こ れが言語習得 を可能にしていると考えられています。

このメカニズムを普遍文法と呼び,人 間に遺伝により生得的にあたえられ

ていると仮定 し,こ の普遍文法の解明を目指 しています。

ことばに個別性 と普遍性があることは勿論 これまでにも論 じられてきま

したが,個 別言語は母語話者の脳に存在する言語知識であ り,普 遍性は人

間だけが遺伝によって与えられて持って生まれてくることばの仕組みであ

ると考える点で言語理論としては新 しい展開 となったわけです。

私は,文 をつ くる仕組みが どのよ うなものであるか とい うことを考える

統語論に関心を持 っています。いくつかの語を並べて文を作 りますが,そ

こには 目に見えないのですが抽象的な構造が潜んでお り,ど のような法則,

原理によって文の構造がつくられ るのか,英 語の構造分析を行い,個 別言

語 としての英語の姿をより理解するとともに,日 本語 との比較にも目を向
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け少 しでも人間の言語の普遍性 とい う側面も探っていきたいとこれまで研

究 してきました。

Q2:学 部 まではどんな勉強を していましたか?ど んな勉強法をとって

いま したか?サ ークルに所属 していましたか?趣 味は何ですか?

実は私は,高 校までは理数系の科 目のほうが好きだったのですが,当

時理数系に進学する女子は とても少なかったのと英語 も大変好きだったも

のですから,結 局英文科に進みました。従って一年の時から専攻は文学で

はな く英語学に進 もうと決めていま した。大学ではミッショナ リーの先生

を中心にアメ リカの学生を教えるのと同 じような方式で授業が行われてい

ま したので,テ キス トもかな り原書を用い,相 当量のリーディングもさせ

られ結構勉強させ られました。でもこれが,留学 した時には少 し助けになっ

たのは事実です。

ただ,私 は授業よりクラブ活動に没頭 してあま りいい学生ではありませ

んでした。ひ ょんなことからESSに 入 り,3・4年 はESSの ディベイ トの

準備,勉 強にあけくれていました。

合研:デ ィベイ トがお好きだったのですね。先生の外観からは,失 礼なが

らとてもそのようにはお見受けしないのですが…

先生:い いえ,私 は,議 論を,し か も人前ですることはとても苦手で好き

ではありません。ただ,当 時ESSの 活動はスピーチよ りデ ィベイ トが中

心で大学間のディベイ トの試合が大流行だったのです。それと,私 自身は

ディベイ トの トピックについて リサーチし,賛 成,反 対の立場をしっかり

根拠づけて相手を説得できるよう論を組み立てていく準備過程,そ の勉強

が面白かったのです。英米の法律や刑事法なども随分勉強 したんですよ。
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デ ィベイ ト試合では,英 語のうまい弁のたっメンバーが中心に活躍 して く

れ,私 は最低限の役割 しか果たせませんでしたが。

趣味は庭い じりで,タ イガース ・フアンです。お習字が好きです し,韓

国 ドラマも好きです。

Q3:何 時,ど の様に して留学を決心 しましたか?留 学先はどちらの国

で したか?

先生:留 学は二度 しました。一度目は,母 校の先生か ら奨学制度があるか

ら行ってみないか と進め られ大学卒業時1966年 か ら1968年 まで,二 度

目は1980年 から82年 までです。双方,米 国のミシガン大学大学院です。

最初の留学時には一 ドルが360円 だったのですよ。

Q4:そ の頃,ど れほ どの英語力がありま したか?ど の様な英語力か も

教えてください。

先生:TOFELと 大学院入学のためのGRE(GraduateRecordExam.)を

受 けま した。昔のことで忘れて しまったのですが,TOEFLは500か550

点以上を取るようにといわれて,ぎ りぎ りだったと思います。足 りなけれ

ば,英 語の科 目をとることで補ってくれるようにもなっていたよ うです。

今 は ミシガンは620点 以上 とのことです。GREは 難 しくて得意だった数

学 も出来ませんでした。一生のうちで最悪の点を取ったと思います。数学

でロジックを読み解く能力を見たようです。これは大切なことですね。数

字であって も言葉であっても同 じことです。でも英語で,で したか らお手

上げでした。

合研:近 頃IELTSの 内容が変わったとか聞きま したが?
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先生:書 くことが重視 されているんではないでしょうか。 日本か らの留学

生は,特 に書 くことが苦手のようです。私は高校,大 学でもっ と英作文,

writingの 訓練をすべきだ と常 日頃思っているのですが。

Q5:留 学先(国 ・大学 ・専攻)を 選ぶ上でのポイン トは何でしたか?

どんな苦労があ りましたか?

先生3先 にお話 したよ うに,恩 師が ミシガン大学 のPiBetaPhiと い う

sororityの 奨李生 として推薦 してくださった ものですか ら大変幸運だった

と思います。1960年 代の 日本ではまだまだ私費留学は手の届 くところに

はありませんでした。 しかも,ミ シガン大学は当時言語学プログラムでは

アメリカの大学の中でも評価の高い大学でしたので,私 の興味からもとて

もラッキーだったと思います。

行ってみると,ミ シガン大学は学生数は約二万人のうちその半分以上が

院生とい うことでびっくりしました。

Q6:ど んな学位をとりま したか?

先生:Mム.inUnguisticsとPh.D.inLinguisticsで す。

Q7:Ph.D.の 研究テーマはなんで したか?そ れを選んだ理由は何です

か?

先 生31982年 に取 得 しま したが,"Cms8ingConstraint8h1Japanese

Syntax"と い うタイ トルの論文です。生成文法理論は,当 時,個 別言語 と

しての英語の研究分析から普遍文法へ目が向けられていた時期で,言 語の

仕組みには全ての人間の言語が満たすべき法則,あ るいほ逆に人間の言語
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にはあ りえない制約 といったものがあるのではないかとい う研究が盛んに

行われていたのです。それで,指 導教官のア ドヴァイスもあり,類 型的に

全 く異なる日本語を取 り上げ,英 語で提案 されている制約が 日本語にもあ

てはまるかを試みたのです。

合研:英 語学 と言 うと英語が対象かと思いましたが,必 ず しもそ うではな

いのですね。

先生3勿 論,英 語学 とい うのは英語を対象 とします。ただ,生 成文法では

人間言語の普遍的特性の解明をめざして出現 したものですから,言 語間に

存在する共通性や実際に存在する言語間の差異の問題も重要な研究対象に

なります。そ してその場合,や はり直観が働 く母語を対象にす るとい うこ

とになるのです。英語の仕組みを見る時に,日 本語や他の言語と比較する

ことによって英語の本質的な姿がより分かることにもな ります。

合研:英 語学は海外学位の方が役に立ちますか。

先生:何 に役に立つかによりますが,海 外で学位をとる場合は最新の理論

的枠組みで書けるチャンスが大きいため,学 位取得後海外で一時期何 らか

の形で職 を得て,そ の後日本の大学に職を得て帰国するとい う若い研究者

のケースが見られますので,有 利な面があるとも言えるか もしれ ませんね。

Q83将 来のテーマは何ですか?ラ イフ ・ワー クになるものはありますか?

先生:こ れまで英語の文の構造を中心に研究をしてきましたが,最 近はずっ

と文の構造には動詞,動 詞の持つ情報が大きく関わっていることに興味を

持 ってきているものですか ら,こ れからも細々とではあ りますが,動 詞の
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色々の諸相についての研究を続けていきたいと思っています。それ と同時

に,後 継者を育てるとい うと大袈裟ですが,後 進を育てたいと思っていま

す。英語話者の直観 とい うものは私達が決 して習い学ぶ ことができるよう

なものではあ りませんが,こ れまでの文法研究を見ていくことか ら英語に

対する直観の手がかりになるような言語現象を学生に伝えていきたいなと

思っております。何人かの学生がくいついてくれるととても嬉 しいですか

ら。

Q9:留 学先でと日本での研究方法 と指導法に違いはあ りますか?ど の

様なものですか?

先生:図 書館が整備 していました。普段は夜中まで開いていました し,試

験期間中は学部生用の図書館はオールナイ トでしたので,私 は勉強は全部

図書館でしま した。また授業では どの科目でも沢山のreadingassignment

がだされるのですが,そ の指定図書が科 目ごとにおいて並べてある図書室

があ り,い ちいち検索 して出 して もらわなくても自由にそこで読めるよう

になっていましたし,博 士課程の学生にはcarre1と いって個室があ りまし

たので,本 はそこにおいていつでも勉強できるようになっていま したので

とても助か りました。

合研:そ れはいいですね。部屋を予約できれば,静 かに研究が出来るだけ

でな く,文 献をそのまま館外に持ち出さずに,そ の部屋において置けるわ

けですね。龍大の特に大宮図書館は他のものと比べて,閲 覧スペースが充

実 していますが,さ すがそ こまでは行きません。閉架書庫は貴重な文献が

そろっていてよいのですが,借 り出さないとゆっくり閲覧する場所が無 く,

文献を選ぶのに手間と時間が掛かります。
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先生:指 導 も,特 に,留 学生に対 しても,き ちん として下さる先生が多かっ

た と思います。多くの教員がキャンパス内に住んでおられま したので,教

員宅でパーティ等 も開いて下さいました。私は幸運にも相性が うまくあっ

たのか指導教員の先生(当 時 とても活躍 してられた言語学者なのですが)

には厳 しいなが らもとても親身になって指導をしていただけて本当に有 り

難かったです。当初は博論を仕上げ られるとは夢にも思ってなかったので

すが,理 論はどん どん変わって発展 していくので延ばせば余計に大変にな

るし,帰 国すれば大学の用事などで1亡しくなるだろうからとにかく頑張っ

て書 き上げるよう励 まされました。夜間に研究上で困ったことがあり訪ね

た事 も何度かあ りま したが,"Thisismyjob."と 快 く対応 して下さったの

には感動 しました。

Q10:留 学先で,オ フタイムには何をしていらっ しゃいましたか?今 は

どうですか?

先生:始 めの時にはアメリカが物珍 しく,あ ちらで出来た友人に誘われる

ままどこにで もついていきま した。ただ一学期 目は授業についていくのに

精一杯でそんなに余裕はあ りませんで したが。クリスマスやイースターな

どの休みの時には,必 ず誰かが家に招いてくれましたので,ア メリカの家

庭 を見る機会に恵まれました。この時の友人数名 とは今でも交流が続いて

います。 しか し,二 度 目の時はほぼ文字通 り授業以外は図書館 とアパー ト

の行き来だけの生活でした。 この時ほど机に向かっていた時期は私の人生

の中でなかったです。

Q11:研 究の成果は社会の役に立っていますか?か つて,文 学は社会に

即役 に立たない,時 には反社会的であることを誇 りに思 っていま したが,
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先生の場合はいかがですか?

先生:直 接社会に役立つことは少ないと思います。現在の言語学/英 語学

は言語を科学的にとらえようとしています。従って,単 に発話のデータを

分類 しまとめるだけでなく,い かに論理的に組み立て,そ のデータを超 え

た検証可能な予測ができるか,い かに説明力を持つかが重要になってきま

すので,こ ういう点を演習,卒 論作成などで学んでいくことは,社 会に出

た時にも有用な基礎的技術を身につけられるのではないかと思います。近

年,情 報処理の問題,情 報の信悪性や整合性などのチェックな どますます

重要になってきています。従来の人文学としての言語学 とは違 う言語研究

の科学的側面を学んでくれればと思います。

Q12:留 学先ではどちらにお住まいで したか?そ れはどの様なところです

か?生 活一般についてお教えいただければ,有 難いのですが。

先生:先 に言いましたように,始 めはsororityと い う50名 程度のちょっ

と特殊な女子寮にゲス トとして受け入れてもらいましたので とても雰囲気

のいい快適な生活でした。成績を含め家庭環境,人 柄など面接審査 をへて

同じ志を持つ女子学生が一つのハ ウスで生活するとい う組織で成 り立って

いるようで した。

二度 目は,大 学のサバティカルを利用して行きま した。当時は一 ドルが

220円 になっていま したし,外 貨持ち出し規制もありませんでした。住 ま

いは一つのハ ウスを何人かでシェアー,キ ッチンなどは共用 とい う典型的

な学生の生活スタイルです。最初は ドイツや韓国からの留学生と一緒,次

の年はアメリカ人の学生とシェアーしました。私は学生の身分で留学する

場合は,寮 にすむとかハウスをシェアーするというよ うにできるだけ現地

の学生との接触がある形のほうがいいと思っています。煩わしいこともあ
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りますが,友 人もつ くれるし,時 にはgroceryshoppingも 一緒にした りと

楽 しい経験のほ うが多いように思います。

合研:院 生には留学生がいましたか。 また,移 民などいわゆるWASPで

ない院生の割合は どのくらいで したか。

先生:ミ シガン大学は とてもintemationa1な 大学で世界中の国々か ら沢

山留学生が来ていました。私の属 していた言語学科では三分の一以上が留

学生だった と思います。

Q13:私 費留学をどの様に考えられますか?

先生:目 的を明確に持てばよいのではないで しょうか。 日本の経済力が増

すにつれてスカラシ ップ源は小さくなっていますか ら,最 近は奨学金をも

らって留学するとい うのが非常に厳 しい状態になっていますので。特にア

メリカの大きな大学は授業料が非常に商くなっているよ うで,ミ シガン大

学も以前か ら比べると倍以上 して今は州外出身者(outofstatestudents)

は37,000ド ル(in・stateは13,000ド ル)の 高額ですから私費留学は経済

的に極めて難 しいです。龍大は留学に対 しても支援があるようで恵まれて

いると思いますので,協 定校などを活用 して是非チャレンジ してほ しい と

思います。生活費は勿論場所にもよりますが,贅 沢 しなければ結構 きりつ

められ ると思います。私の時でも一部屋だけを借りる場合は100ド ル以下

で十分あ りま した し,夏 などはsubletと いって40-50ド ルで借 りま し

たから。

ただ,単 に留学をすると何かが変わるのではないかという現状打破派,

うまくいってない現状を変える安易な手だてとしての留学 とい うのには賛

成できません。 メリッ トが少ないと思います。
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Q14:近 来年少児の留学が短期・長期にかかわらず盛んですが,賛 成で しょ

うか?

先生:日 本人は10年 も英語を習っているのにろくなコミュニケーション

ができない,だ から小さい時に留学 させればいいとか早期英語教育をすれ

ばいいとい う考えは実に短絡的な考えだと思います。小学校で英語の歌を

歌った り,小 学生の時に留学 したからといって,そ こで身につくものが,

果た して,後 年どんな役に立つので しょうか?と ても疑問に思います。

コミュニケーションができるには自分の思っていることを文に組み立

てていくことができること,そ して相手が組み立てた文の構造をひ もとい

て理解できること,こ の基本的な能力がまず不可欠だと思います。早期留

学 より,ま ず母語でのこの能力を磨 くべきです。

合研:私 の故国,中 国では小学生の留学への反対運動があります。

先生:日 本だけでな く,教 育熱は時に危 うい方向に向くことがあるのです

ね。

合研:留 学生の 「日本語教育」に,留 学の体験を踏まえて何か御意見があ

りますか。 この頃は,先 ずは日本文化を教えてからとかいろいろな意見が

ありますが,先 生はアメリカ文化をどの位学んで留学なさいましたか。

先生:私 は留学にあたってアメリカ文化について特に勉強は しませんで し

た。む しろ,留 学 してアメリカ文化についても一生懸命吸収 して帰ろ うと

思っていました。ところが留学 してつ くづく感 じたことは,自 国の文化に

立脚 してこそ外の文化を深く理解することができるということです。留学

先の国のことよりも,ま ず自分の国の歴史や文化についてよく学んでいく
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ことのほうがずっと大切だ と思います。

Q15:現 在の院生に何かア ドヴァイスをいただけますか?

先生:私 は龍大は院生に対する奨学金などによる支援はとても充実してい

ると思います。従って,こ の恵まれた環壇 を最大限に生かし,自 分が興味

を持ったことはとことん深く追求 していく意欲を持って院生活を送ってほ

しいですね。英米文学,カ ルチャー,英 語学いずれの分野に しろ,出 来る

だけ多 く原書に馴染んで しっか りテキス トを読むことに努力 してほしいで

す。母語でないので努力が要 ります。大変ですが,継 続はカな りです,真

面 目にやれば気がつ くと読解力がついていますよ。 そ して是非,留 学,

院への留学にもチャレンジしてほ しいです。

合研:英 語学 と言えば英語で英語を学ぶのか と思っていましたが,母 語の

分析をす ると言 うことで安心 しました。 ところが,結 局英語に戻ったわけ

ですね。原書を読むこと,書 くことにカを入れること,論 理的思考力を高

めることと,留 学以前の心得をたくさん学びました。 有難 うございます。

女性の海外進出といえば,明 治維新時の津田梅子や,二 次大戦以前から

の"唐 行 きさん"も あって,新 しいことではない。英国で,余 った女達を

植民地に送る運動があったが,女 性を海外 に捨てることは往々にして行わ

れてきたのだ。だが,そ れを逆手にとって雄飛する女性がいるのも事実で

ある。

また,前 回の河野先生は御結婚によって海外に出られた ことを好機 とし

て学位を取 られた。今回の上先生は恩師からの推薦を得て奨学金で留学な

さったと言 うことで,双 方誰にでも出来ることではない。 しかし,与 えら

れた機会を活用して有用な知識を身にっけるのは,あ る意味で女性 らしい
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しなやか さがあってこそと言えるであろう。

「内向き」 と呼ばれ る若者達も,も しそれが内容の充実に関心を移 した

表れであって,必 要 とあればその確かな実力を持って海外の人々と交流 し

交渉することが出来るのであれば喜ば しいことである。思い起こせは現在

"日本的"と 言われ る多くのものが江戸時代の鎖国期に洗練され整備 され

大成されたものが多い。鎖国の後に来た開国期の異文化 との遭遇で大きく

飛躍できる力と技を醸成 させていたわけだが,現 在の状況 も,第 二の開国

期を迎えようとい う時,果 たしてそのようなものなのだろうか。海外での

二学位の取得を淡々と語る上先生を前に,院 生達は思いを深 くしま した。

上先生貴重な御意見を有難 うございました。

(2010年2月6目 リーガ ・ロイヤルホテル,コ ルベーユにて)


